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百万円 

2012/6期  1H 前年同期比 

金額 ％ 金額 ％ 

売 上 高 8,723 100.0 9,196 100.0 473 5.4 

売 上 総 利 益 1,150 13.2 1,234 13.4 84 7.3 

営 業 利 益 493 5.7 553 6.0 60 12.0 

経 常 利 益 454 5.2 508 5.5 54 11.9 

四 半 期 純 利 益 139 1.6 200 2.2 61 43.8 

2013/6期 1H 

金額 ％ 

 需要が減少している分野は引き続き苦戦する中、スマートフォン・タブレット型端末向け、 
     カーエレクトロニクス関連向けの需要が堅調に推移したことに加え、 
  医療組立事業も順調な拡大を見せた 

 結果、売上高は前年同期比プラス5.4％と増収。利益面も総じて増益を達成 

連結損益計算書 
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セグメント別売上高 計画と実績 

百万円 

2013/6期 1H 

計画  

2013/6期 1H  

実績 
対期初計画比 

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 

■ 金型 759 7.7 567 6.2 △192 △25.3 

■ 部品 7,944 80.8 7,711 83.9 △233 △2.9 

■ 電子部品コネクタ 5,434 55.3 4,904 53.3 △530 △9.8 

■ 自動車電装部品コネクタ 2,509 25.5 2,807 30.6 298 11.9 

■ 機械器具 1,053 10.7 914 9.9 △139 △13.2 

■ その他 77 0.8 2 0.0 △75 △97.4 

合計 9,834 100.0 9,196 100.0 △638 △6.5 

セグメント別売上高 前期比較 

百万円 
2012/6期 1H  2013/6期 1H 前年同期比 

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 

■ 金型 691 7.9 567 6.2 △124 △17.9 

■ 部品 7,288 83.6 7,711 83.9 423 5.8 

■ 電子部品コネクタ 4,960 56.9 4,904 53.3 △56 △1.1 

■ 自動車電装部品コネクタ 2,327 26.7 2,807 30.6 480 20.6 

■ 機械器具 741 8.5 914 9.9 173 23.3 

■ その他 2 0.0 2 0.0 0 0.0 

合計 8,723 100.0 9,196 100.0 473 5.4 

連結事業別セグメント情報 



5 連結貸借対照表 

単位：百万円 
12/6期  
期末 

13/6期 
12月末 

増減額 

流動資産 7,342 7,167 △175 

現金及び預金 1,744 1,742 △2 

受取手形及び売掛金 4,005 3,746 △259 

たな卸資産 1,333 1,377 44 

固定資産 9,365 9,429 64 

 有形固定資産 8,259 8,140 △119 

 無形固定資産 68 81 13 

 投資その他の資産 1,037 1,207 170 

資産合計 16,708 16,597 △111 

流動負債 4,182 4,083 △99 

支払手形及び買掛金 1,867 1,853 △14 

短期借入金+ 

一年内返済予定長期借入金 
1,250 1,400 150 

未払法人税等 185 198 13 

固定負債 1,508 1,375 △133 

長期借入金 457 286 △171 

純資産 11,016 11,138 122 

負債及び純資産合計 16,708 16,597 △111 

12/6期末 13/6期12月末 

流 動 比 率 175.6% 175.5% 

当 座 比 率 137.5% 134.4% 

固 定 比 率 85.0% 84.7% 

自己資本比率 63.4% 64.7% 

12/6期末 13/6期12月末 

短期借入金 816 965 

一年内返済予定
長期借入金 

434 435 

有利子負債 

12/6期末 13/6期12月末 

1,707 1,686 

財務体質は 

健全な水準を維持 
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単位：百万円 
2012/6期 

1Ｈ 

2013/6期 

1Ｈ 

営業活動によるキャッシュフロー 830 1,027 

投資活動によるキャッシュフロー △832 △743 

フリーキャッシュフロー △2 284 

財務活動によるキャッシュフロー 259 △311 

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 25 

現金及び現金同等物の増加額 282 △1 

現金及び現金同等物の期首残高 579 1,457 

現金及び現金同等物の期末残高 861 1,455 
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2012/6期 1H 2013/6期 1H

営業CF 投資CF
財務CF 現金及び現金同等物期末残高
フリーCF

単位：百万円 

【営業活動によるキャッシュフローの主な項目】 

税 引 前 四 半 期 純 利 益 524百万円 

減 価 償 却 費 579百万円 

売上債権の増減（増加：△） 246百万円 

たな卸資産の増減（増加：△） △56百万円 

仕入債務の増減（減少：△） △4百万円 

連結キャッシュフロー計算書 

【財務活動によるキャッシュフローの主な項目】 

短 期 借 入 金 の 純 増 加 額 160百万円 

長 期 借 入 金 の 返 済 △171百万円 

配 当 金 の 支 払 額 △154百万円 

少数株主への配当金支払額 △147百万円 

【投資活動によるキャッシュフローの主な項目】 

有形固定資産の取得による支出 △693百万円 
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事 業 方 針 



8 事業環境の見通し  

• 自動車向け金型： 

 顧客の事業拡大に伴う金型投資・更新の需要を背景に底堅く推移する見通し 

• 電子機器向け金型： 

 金型の投資マインドは低迷。コスト・納期に対する要求も一層厳しくなる傾向 

 金型 

• 電子部品コネクタ： 

 スマートフォン・タブレット型端末向け部品の需要拡大に期待 

 自動車向け電子部品の需要も底堅く推移するものと予想 

• 自動車電装部品コネクタ： 

 業界の生産回復や需要の増加を背景に、下半期も順調に拡大する見通し 

 部品 

• 自動機（実装機・専用機）： 

 設備投資の抑制傾向が続く中、受注環境の改善には時間を要する見通し 

 コストの見直しを通じて、専用機の開発案件取り込みを狙いたい 

• 医療組立： 

 需要の増加を背景に既存生産アイテムは堅調、新規アイテムも順調に拡大する見通し 

 機械器具 



低価格・短納期を可能とした 

試作金型（TS型）を提案 

量産金型の受注へ 

事業セグメント：金型  

コスト・納期に対する厳しい要求に応える金型を提供 

量産金型の 

製造コストを削減 

パーツの海外調達の促進等で  2割 の削減を実現 

期初目標の製造コスト 3割 削減の達成に向けて 

 ツール見直し・入れ替え等による設計時間の短縮 

 加工パーツの海外調達を促進 

 工数短縮に向けた機械設備の導入 

上半期 

下半期 
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（百万円） 

金 型 の 売 上 推 移 売 上 構 成 比 
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外販型（自動車部品、その他メーカー）
社内型（電子部品メーカー）

自動車関連向けの販売が 

大部分を構成 
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事業セグメント：部品（電子部品コネクタ）  
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（百万円） 

電 子 部品 コ ネク タの 売 上 推移 売 上 構 成 比 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

12/6上期 12/6下期 13/6上期 13/6下期（予）

民生 コンピュータ 通信 自動車 その他

受注の確保に向けて：一貫生産体制の強化プランを継続 

プレス 
メンテナンス体制の見直し 

による稼働時間の向上 

 

メッキ 

成形 
ハイサイクル化による 

生産速度の向上 

 

生産レパートリーの拡大へ 

 
錫メッキ 

リフロー処理 
本格稼働を開始 

実用化に向けて、現在
サンプルの検定中 

   

生産効率の向上 

生産レパートリー 

の拡大 

より多くの 

受注獲得へ 

      繋げる 

レーザー 

ニッケルバリア 

処理 
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11 事業セグメント：部品（自動車電装部品コネクタ）  
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（百万円） 

自動車電装部品コネクタの売上推移 

生 産 数 量 の 推 移 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q（計） 4Q（計）

安定した売上と利益水準の維持に向けて 

S & S 及 び 競 合 の 生 産 比 率※ 
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S&S A社 B社

  28%        34% 

※ 顧客の国内における主要外注先三社間における生産分のみの数値で比較 

上半期：市場回復に伴い、生産も前倒しで急回復。 

       急速な増加の反動から後半は調整モード 

下半期：足元は堅調に推移。上半期程ではないが 

          計画値を上回る水準で推移する見通し 

合理化の追求による生産能力の拡大を図り、 

顧客の事業拡大に伴う増産部分を確実に 

取り込む 

 2012年6月期    2013年6月期 

今期計画：前期同等の 

水準で計画値を設定 



自動車関連装置
の開発・販売 

12 事業セグメント：機械器具  
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機 械 器 具 の 売 上 推 移 

  28%        34% 

売 上 構 成 比 
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12/6上期 12/6下期 13/6上期 13/6下期（予）

実装機 専用機 医療組立

専用機の開発案件の取り込みと医療組立の増産に注力 

－開発案件の取り込み－ 

自動化機械の 

開発・販売 

新規案件の開拓 

改良を通じ 

継続受注へ 

医療組立の増産 

止血バンドの増産 

新たな生産アイテムの本格稼働へ 

 生産ラインの増設（生産能力：19万本/月⇒25万本へ 

 1月：1号ラインの本格稼働がスタート 

 2月：2号ラインの生産をスタート 

 3月：フル生産体制へ 



本格 

稼働へ 

テスト稼働 

13 海外（中国）事業：鈴木東新電子（中山） 

事業拡大に伴う生産体制の強化 
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12/6上期 12/6下期 13/6上期 13/6下期（予）

（百万円） 

鈴 木 東 新 電 子 の 売 上 推 移 

建設中の新工場 

プレス： 

メッキ： 

生産設備の増設等、 

生産能力の向上を図る 

成形： 新工場において新たに導入 

新 工 場 の 建 設 ・ 移 転 

 建設完成予定：2013年5～6月上旬 

 生産設備の移管・設置完了予定：2013年10月末 

部品の総合供給体制の構築へ 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2014年～ 

プレスの 

移管 

メッキ（4ライン）の移管 

1ライン／月 

輸送：6月 

設置：7月 
成形部門の立ち上げ 



14 通期連結業績見通し セグメント別 

セグメント別売上高 

百万円 
2012/6期  2013/6期  予想 前期比 

金額 ％ 金額 ％ 金額 ％ 

■ 金型 1,443 8.1 1,511 7.6 68 4.7 

■ 部品 14,740 82.6 15,839 79.1 1,099 7.5 

■ 電子部品コネクタ 9,825 55.1 10,989 54.9 1,164 11.8 

■ 自動車電装部品コネクタ 4,914 27.5 4,850 24.2 △64 △1.3 

■ 機械器具 1,649 9.3 2,415 12.1 766 46.5 

■ その他 5 0.0 235 1.2 230 4600 

合計 17,838 100.0 20,001 100.0 2,163 12.1 

2012/6期  セグメント別売上高構成          2013/6期  セグメント別売上高構成 

55.1% 

79.1% 

（△ 3.5 P） 

27.5% 

82.6% 

8.1% 9.3% 
0.0% 

54.9% 

（△ 0.2P） 

24.2% 

（△ 3.3P） 

12.1% 

（+ 2.8 P） 

7.6% 

（△ 0.5 P） 

1.2% 

（+ 1.2 P） 

（ ）内は前期比 



15 通期連結業績見通し  

売上高 20,001 百万円 

営業利益 1,131 百万円 
 

（5.7％） 

経常利益 

当期純利益 

17,838 百万円 

944 百万円 
 

（5.3％） 

2013年6月期見通し 2012年6月期 増減率 

+12.1% 

+19.7% 

+18.2% 

+45.1% 

1,156 百万円 
 

（5.8％） 

978 百万円 
 

（5.5％） 

504 百万円 
 

（2.5％） 

347 百万円 
 

（1.9％） 

下段：利益率 

下段：利益率 

下段：利益率 
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配当 

性向 18.7%      16.9%       -            189.7%     31.8%               23.7% 

2013年6月期：創立80周年を迎える事業年度 

引き続き、安定した配当の実施を目指します。 

08/6期 09/6期 10/6期 11/6期 12/6期 13/6期（予）

1株当たり年間配当金 記念配当

5.00円 
3.00円 

22.00円 22.00円 22.00円 22.00円 22.00円 22.00円 

東証二部 上場の記念配当→ 

←75周年の記念配当 

創立 

80周年 

株主還元について 
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ir@suzukinet.co.jp 代表取締役社長 鈴木 教義   

専務取締役       横山 勝登 

Being an  

“Only-One Company” 

お問い合わせ 

本資料は、2013年6月期第2四半期決算の業績に関する情報の提供と、当社に対するご理解をより深めて頂くことを目的としたものであり、 

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。 また、本資料は2012年12月末時点のデータに基づいて 

作成されております。 本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し 

又は約束するものではなく、また今後予告なしに変更されることがあります。 
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参 考 資 料  
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経 営 理 念 「不への挑戦」 微細金型技術の徹底的な精度追求 ＝ 不可能への挑戦 

商 号 株式会社鈴木            英語名：SUZUKI CO., LTD. 

設 立 1933年6月10日 

本 社 長野県須坂市大字小河原2150-1 

上 場 
2001年2月16日 JASDAQ  

2012年5月28日 東京証券取引所市場第二部     証券コード：6785 

代 表 者 代表取締役社長 鈴木 教義 

事 業 内 容 
電子部品コネクタ、電子部品搭載装置、半導体関連装置、各種精密プレス金型・モールド
金型 の製造・販売 

資 本 金 14億3,530万円  

発 行 済 株 式 数 6,195,000株（100株単位） 

関 連 会 社 
【連結子会社】 国内：S&Sコンポーネンツ株式会社（持株比率：51.0%）、中国広東省：鈴木東新電子（中
山）有限公司（持株比率：65.0%）、中国香港：鈴木東新電子（香港）有限公司（持株比率：65.0％） 

従 業 員 【連結】 671名  【単体】 500名 （臨時雇用者数含まず） 

各データは2012年12月末現在のもの。 

会社概要  
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（2012年12月末日現在） ●大株主情報 ●株主数の推移 

●所有者別株式分布状況 

 

 
株主数（名） 株式数（株） 株式数分布比率 

個人・その他 1,357 4,131,187 66.69 ％ 

その他法人 35 1,365,300 22.04 ％ 

金融機関 9 396,000 6.39 ％ 

外国法人等 10 230,840 3.73 ％ 

金融商品取引業者 18 69,489 1.12 ％ 

自己株式 1 2,184 0.04 ％ 
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個人・その
他, 66.7%

その他法
人, 22.0%

金融機関,
6.4%

外国法人
等, 3.7%

自己株式,
0.0%

金融商品取
引業者,

1.1%

株主名 持株数 （株） 議決権比率 （％） 

有限会社スズキエンタープライズ 1,023,600 16.52 

鈴木教義 874,720 14.11 

鈴木照子 611,000 9.86 

従業員持株会 362,508 5.85 

竹田和平 185,000 2.98 

株式会社八十二銀行 155,000 2.50 

高野忠和 147,600 2.38 

NOMURA PB NOMINIEES LIMITED 124,600 2.01 

小島まゆみ 109,000 1.75 

戸井兼行 96,000 1.54 

株主の状況  
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業界最高レベルの精密 
金型の設計・製造 

 
 

金型：    ～長年の研鑽による匠の技：当社のコア技術～ 

電子部品や自動車 
電装部品の量産加工 

 
 

部品：    ～金型を用いた精密部品の量産加工～ 

実装機や省力化機器の 
設計開発 

医療関連器具の組立 
 

機械器具：   ～金型・部品事業で培った技術ノウハウの応用～ 

売上構成比：6.2％ 

売上構成比：83.9％ 

売上構成比：9.9％ 

※ 売上構成比：2013/6期2Qの数値 

事業内容 ～微細金型技術を核とした精密プレス部品製造を主力とするメーカー  
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受注 

 

 

 

 

 

自動車部品メーカー 

（住友電装 様） 

電子部品メーカー 

（国内ほぼ全て） 

機械装置メーカー 等 

医療機器メーカー 

金型 部品 

微細金型 
設計開発 

自動車電装部品コネクタ 
【S&Sコンポーネンツ（株）】 

微細金型 
設計開発 

外販 

社内型 

機械器具 

実装機 専用機 

医療機器組立 

納品 

電子部品コネクタ 
【国内工場、鈴木東新電子】 

量産加工 

事業内容 ～事業系統図～   
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「金型」 

「プレス加工」 

展開及び組付け時の金型の外観 

一般的な加工工程のレイアウト 

「金型」と「プレス量産加工の工程」 



24 

17,838

16,391

13,614

11,125

16,220

14,540

12,440

11,318

10,375

7,921

6,105

11,080

825

1,141

1,396

1,885

171

696

1,017 978

621
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0

01/6期 02/6期 03/6期 04/6期 05/6期 06/6期 07/6期 08/6期 09/6期 10/6期 11/6期 12/6期

売上高 経常利益

株式店頭登録 

（現大証JASDAQ） 

東京証券取引所 

市場第二部上場 

成長の軌跡  


